
　　　対象期間：令和5年6月1日～令和5年12月31日
発行日　：令和6年4月1日 　 　　　  　 　

エコアクション21　環境経営レポート
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（１）	事業所名及び代表者名

　　　株式会社興洋工務店

　　　代表取締役　野藤悦男

（２）所在地 　　〒680-0931　鳥取県鳥取市岩吉130番地3

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

　　　責任者　　　　　統括部長　　　　　　伊藤　三郎

　　　担当者　　　　　総務部主任　　　　　平木　優成

　　　連絡先　　　　　TEL　0857-28-2244

　　　　　　　　　　　FAX　0857-28-2256

　　　　　　　　　　　E-mail　koyo675＠hal.ne.jp

（４）事業内容

　　　土木工事業、建築工事業、とび・土木工事業、舗装工事業、しゅんせつ

　　　工事業、塗装工事業、造園工事業、水道施設工事業、解体工事業、屋根

　　　工事業、鋼構造物工事業、板金工事業、防水工事業、内装仕上工事業、

　　　建具工事業

（５）設立　　　昭和40年12月15日

（６）資本金　　70百万円

（７）事業の規模

　　　建設業　　年間工事完成高　1,466百万円（2023年度）

（８）　　事業年度　　　1月～12月

　□認証・登録の範囲　
　　　対象組織名　　　株式会社興洋工務店
　　　対象事業所　　　本社
　　　活動　　　　　　全組織・全活動

１．組織の概要

合計

39

882.01

敷地面積（㎡） 9,965.79 9,965.79

従業員（人）

延べ面積（㎡）

本社

39

882.01
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　□土木工事

　□建築工事

　□災害復旧・冬季除雪作業

２．事業の概要

不動谷川砂防工事（堰堤工） 令和2年度国道9号伏野地区舗装修繕工事

令和4年度鳥取自動車道上味野地区舗装工事 令和4年度千代川下流維持工事

鳥取市立江山学園普通教室棟長寿命化

改良（建築）工事

Ⅿ様邸新築工事

冬季除雪作業岡山県真備町災害防止業務
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◎理念

　技術・情熱・愛でしあわせなまちづくり
　人と自然が優しく調和する豊かで潤いのある街づくりのために、技術と情熱と
　愛のある経営で、歓びと感動を生み出し、「社員の真の幸福」と「地域の真の
　発展」を追求します。

◎方針

　私たちの生業は極めて社会性の高い業である。
　・社会の安全性、快適性、機能性を追求し、最新の技術と最大の情熱を注ぐ。
　・社会の有事に最大限協力できるよう、物心共に盤石な組織体制を構築する。
　・社会の公器としてこの地域に強く存在し続ける。
　・社員の物心共に真の幸福追求を通じ、人間の育成を続ける。

◎目標

　過去分析、現在評価、未来予測
　風を読み続け思考停止しない経営
　・地域トップであり続ける経営。（勝因、敗因の徹底分析）
　・全社全力で動く経営。（みんなが助け合える文化創り）
　・有事に誰よりも早く動ける経営。（なくてはならない企業の形成）
　・人に優しい、是々非々の経営。（優しくも芯のある強さをもった経営）
　・思考停止しない経営。（考え続ける。悩み続ける。真理の追究）

　上記の経営指針のもと各事業分野において、地球環境の保全のために、環境
　負荷の一層の低減を図るべく、全社一丸となって、継続的に環境への取組を
　推進します。

３．経営指針

小学校イベントでの建設機械体験会開催 地域の清掃活動へ重機を活用して参加
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１.環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２.二酸化炭素排出量の削減を推進します（電気、ガソリン、軽油）

３.事務所での廃棄物の削減を推進します。

４.建設現場等での建設リサイクル、再生資源の利用を推進します。

５.水道使用量の削減を推進します。

６.地域除草ボランティア活動に参画します。

７.県産材を利用した住宅建築を推進します。

８.省エネ住宅の建築を推進します。

９.国土交通省による工事成績優秀企業認定の継続を目指します。

10.方針を全従業員に周知徹底します。

制定日　2023年6月1日　

株式会社興洋工務店　　

代表取締役　野藤　悦男

４．環境経営方針

代表取締役 野藤 悦男
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環境管理事務局

・環境教育訓練計画の作成と実施の管理

・環境経営目標、環境経営計画案の審議
・環境経営の実施状況の評価、見直し
・環境教育の内容検討、実施結果の評価

・自部門に関連する環境経営の実施及び達成状況の報告

統括部長

総務部主任

事務局員

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・決められたことを守り、能動的に環境活動へ参加
・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚全従業員

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
・自部門の環境上の緊急事態の想定と対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成
・特定された項目の運用管理

代表者

代表取締役

環境管理責任者

全従業員

総務部 建設部土木課 建設部建築課

取締役統括部長 土木担当部長 建築担当部長

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
・環境管理責任者を任命
・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営計画の実施結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

５．環境経営組織図及び役割・責任・権限表　

・特定された項目の手順書作成  （緊急事態への対応を含む）

部門長 ・自部門における環境経営システムの実施
・自部門における環境経営方針の周知

・環境経営計画の実績集計
・環境関連法規制等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施

・環境経営レポートの作成、公開（事務所への備付けと地域事務局への送付）

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
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2024年

1月～12月 6月～12月 1月～12月

基準値 実績 目標 実績 評価 目標 実績 評価 目標

ｋＷｈ 83,776 43,718 82,938 101,788
×

43,281 62,487
×

82,938

ガソリン ℓ 24,994 14,808 24,744 24,342
○

14,660 13,784
○

24,497

軽油 ℓ 71,158 42,966 70,446 103,889
×

42,536 42,966
×

70,446

ｋｇ-CO2 286,429 70,836 283,565 376,122
×

70,128 244,671
×

283,565

ｋｇ 3,287 2,894 3,254 2,018
○

2,865 1,010
○

1,998

% 79.4 73.6 80.2 95.9
○

80.2 89.6
○

81.0

㎥ 459 241 454 460
×

239 242
×

454

回 2 2 2 2
○

2 2
○

2

棟 1 0 1 1
○

1 2
○

1

棟 1 0 1 1
○

1 2
○

1

- - 認定 認定 認定
○

認定 認定
○

認定

※電力による排出量は現場事務所は二酸化炭素排出係数：0.545ｋｇ-ＣＯ２/Kwh 2021年 中国電力を使用

　電力による排出量は本社事務所は二酸化炭素排出係数：0.451ｋｇ-ＣＯ２/Kwh 2021年 出光グリーンパワー㈱を使用

※次年の目標については、目標を達成していた場合は1％の削減又は率の上昇、未達成の場合は目標継続とする。

※一般廃棄物に係る目標については、廃棄方法の変更をしたため目標を下方修正した。

評価

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

・環境関連法規制等の遵守状況は適正であることを確認いたしました。

・外部からの環境上の苦情・要請等はありませんでした。

大気汚染防止法

フロン排出抑制法

振動規制法

オフロード法

解体工事時のアスベストの使用についての調査

解体工事時の事前確認と適正処分

基準に適合した特定特殊自動車の使用

特定施設の事前届出、規制基準の遵守

６．環境負荷の実績と目標

国土交通省工事成績
優秀企業認定

地域の環境保全活動への参加

6月～12月

一般廃棄物に係る目標

水使用量の削減

車両・重機などによる
二酸化炭素削減

産業廃棄物に係る目標(リサイクル率）

2022年

二酸化炭素排出量合計

2023年

電力による
二酸化炭素の削減

県産材を利用し住宅の建築

省エネ住宅の建築

1月～12月

特定施設の事前届出、地域別騒音基準の遵守

適用される事項

マニフェストの管理、報告書・計画書の提出

分別解体等及び再資源化等の実施、報告

７．環境関連法規等の遵守状況の確認

騒音規制法

建設リサイクル法

廃棄物処理法

適用される法規制
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数値目標：達成〇　未達性×

活　　動：できた〇　あまりできなかった△　全くできなかった×

(1)電力の使用量

取組結果とその評価

本社事務所は照明器具のLED化や空調温度管理により減少、
工事現場は受注工事の特性により増加した

エアコンフィルター
の定期清掃

電力による二酸化炭素削減

数値目標

達成状況

×

８．環境経営計画の取組結果とその評価

〇

〇

〇

エアコンスイッチに季節毎の設定温度を貼付、温湿度計も複
数個所配置し、夏場は熱中症対策も意識しながら管理した

実施励行中

計画的通り実施、今後も冷暖切替時期を機会として計画的に
行う

空調温度の適正化　

休憩時の消灯

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

電力の使用量

2022年 2023年

消灯の推奨 季節ごとの設定温度
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(2)ガソリン・軽油の使用量

エコドライブ10の推奨
掲示板およびグループウエアへのポスター掲示、
社有車へリーフレット備置を行い啓発に努めた

〇

取組結果とその評価

受注工事の特性によりガソリンは減少、軽油は増加した

達成状況

×

ガソリン・軽油による二酸化炭素削減

数値目標

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ガソリンの使用量

2022年 2023年

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

軽油の使用量

2022年 2023年

エコドライブ10のすすめポスター掲示 社用車へのリーフレット備置
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(3)一般廃棄物排出量

各自の席へ配置していたごみ箱を廃止し、大きく明示した分
別ごみ箱の利用を徹底、県の推すプラごみゼロチャレンジ事
業への登録や鳥取市ごみ減量等推進優良企業認定を受けて独
自ポスターを作成し、マイバッグ・マイボトルを全員へ配布
するなどしてごみを出さない機運の醸成に努めた

廃棄方法を変更したため大幅な削減につながった

資源ごみとしてリサイクル業者へ持込実施中

一般廃棄物の削減 取組結果とその評価、次年度に向けての取組

数値目標

分別回収の徹底

廃棄段ボールリサイクル

達成状況

〇

〇

〇

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

一般廃棄物排出量

2022年 2023年

プラごみゼロチャレンジ事業 プラごみゼロ・ごみ減量
独自ポスター

エコバック・マイボトル配布
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(4)産業廃棄物の削減（リサイクル率）

(5)水使用量の削減

取組結果とその評価、次年度に向けての取組

前年とほぼ同水準ながらわずかに未達

「水を大切にしましょう」の注意文言貼付による啓発と節水
ノズルの使用を開始した

産業廃棄物の削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度に向けての取組

数値目標 〇
工事の特性により量の増減が大きくリサイクル率へ変更

法令に則り適切に廃棄する、リサイクル率を意識していく

2022年 2023年
79.4% 95.9%

対象年
リサイクル率

水使用量の削減

数値目標

節水への意識づけ

達成状況

×

〇

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水使用量

2022年 2023年

節水への意識付け 洗車用ホースの節水ノズルの使用
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(6)地域の環境保全活動への参加

(7)県産材を利用した住宅の建築

除草活動への参加 達成状況 取組結果とその評価、次年度に向けての取組

数値目標 〇 2棟施工、引き続き環境配慮型商品の提供をHP等を通じて広
報活動に努めていく

数値目標 〇 計画通り実施、引き続き実施していく

県産材を利用した住宅建築 達成状況 取組結果とその評価、次年度に向けての取組

鳥取市土地区画整理事業保留地保全ボランティア

全景写真 内部写真
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(8)省エネ住宅の建築

県産材を利用した住宅建築 達成状況 取組結果とその評価、次年度に向けての取組

数値目標 〇 2棟施工、引き続き環境配慮型商品の提供をHP等を通じて広
報活動に努めていく

内部写真全景写真
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　2023年6月よりエコアクション21に取り組み致しました。

　ガソリン使用量、一般廃棄物、地域への環境活動への参加、工事成績優秀企業認定については目

標を達成することができましたが、その他の項目は達成できませんでした。

　ガソリン使用量は受注した工事の特性により減少し、一般廃棄物については分別を徹底し、資源

ごみはリサイクルへ回したことが奏功したものです。

　軽油の使用量については受注工事の特性により増加、県産材を利用した住宅建築と省エネ住宅の

　電力使用量は受注工事の特性により現場に関連した使用量は増加しましたが、本社事務所につい

ては照明のLED化やこまめな消灯、エアコンフィルターの清掃実施により減少いたしました。

　エコアクション21の活動を開始したことにより組織の強みと課題への気づきを得るよい機会と捉

えております。

　移動産業、個別受注生産である建設業は目標設定をしずらい業種ではありますが、事業活動を行

ううえで必要なものを制限をするものではなく、ムダをなくすことを念頭に置いて継続的にエコア

クション21の活動を進めていきたいと考えております。

2024年4月1日

　代表取締役　野藤　悦男

９．代表者による全体の評価・見直し

建築については2棟の施工があり年間目標は達成することができました。

工事成績優秀企業認定書令和3年度千代川水系袋川乙堰撤去他工事
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10．ＳＤＧｓへの取組・登録・認証等

とっとりSDGsパートナー証 とっとりSDGs企業認証書 とっとりSDGs企業認証

とっとりプラごみゼロ

チャレンジャー登録証

鳥取市ゴミ減量等推進

優良企業認定書

とっとりエコライフパートナー

登録証

J－クレジットとっとりの森を守る

優良企業認定証

とっとりの森「カーボンオフセット」

パートナー協定

鳥取県カーボン・オフセット
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とっとり子育てプレミアム

パートナー登録証

とっとり家庭教育推進協力企業 女性活躍パワーアップ登録企業

鳥取虐待防止全力宣言企業

認定証

鳥取市男女共同参画
かがやき企業

献血サポーター

鳥取県がん検診推進

パートナー企業

イクボス

鳥取県男女共同参画推進企業

キャリア教育推進協力企業

認定証

ISO9001認証書

健康経営優良法人 2024

（126602）

（中小規模法人部門）
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